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須賀川市立第二中学校だより 

岩瀬ヶ丘 
 

 

 

 

 

 

 

昔から須賀川市は「馬の背の町」と呼ばれてきました。地形が中心市街地の通りから南北

に馬の背のようになっており、その両側が坂となっています。この起伏に富む地形が、昭和

を駆け抜けたまれにみる健脚をもつ円谷幸吉選手を育てたのに違いありません。 
  
円谷選手の人柄を表わす言葉があります。本市の円谷メモリアルホールに、その言葉が展

示されています。 

「マラソンはごまかしのきかないまじめなスポーツである。自己を裏切れば、その結果が成

績となって現れる。正しい生活、正しい精神、正しいトレーニングより、実力が発揮される。

マラソン即人間教育であり、社会教育である。」円谷選手のまじめで実直な男のひたむきさ

が伝わってくる言葉です。スポーツは、結果や走る技術、トレーニング方法に目が行きがち

ですが、円谷幸吉選手は、それらを支える精神、生活態度をとても重視したのです。 

自衛隊体育学校では、円谷選手の部屋がいつもきれいに整理整頓されていたこと。日常生

活がとても規則正しかったことなどは有名な話です。 

須賀川二中の子どもたちにも、須賀川が生んだ偉大な円谷幸吉選手の言葉を心に刻み、毎

日の生活を充実したものにできるよう支援していきたいと考えます。 
 

さて、今年も円谷幸吉選手の偉業をたたえる「円谷幸吉メモリアルマラソン」が、１９日

（日曜日）に行われ全国から多くのランナーが集まりました。本校でも２５５名が参加し、

「馬の背の町」を力走しました。 

円谷選手が生きていれば今年で７４歳。彼の信念が、脈々と地域の人々、子どもたちに受

け継がれていくことを誇りに思い、これからも大切に次の世代に伝えていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銅メダルを獲得し観衆に手を振る円谷

幸吉選手（東京オリンピック・国立競技場） 

「ガンバレ円谷」「あと少し、走れ」。スタンドを埋め尽くした７万人余りの大観衆の

悲鳴にも似た歓声と声援が渦巻く。疲れ切って腰の位置は落ち、あごを突き出してゴー

ルを目指す円谷。後ろからヒートリー（英国）がひたひたと迫り、残り２百㍍で円谷を

抜き去った。３位でゴール。銅メダル。日本陸上界に戦後初めてもたらしたメダルだっ

た。その瞬間、円谷幸吉は「栄光のランナー」となった。   当時の新聞記事より 

 

 

 

今年は東京オリンピックで５位に入賞したショート・ヨーゼフさんも

招待選手として参加し、中学生と一緒に５ｋｍを走りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  巨大壁画 多くの生徒の原画をもとに壁画  今年度合唱コンクールで最優秀賞を受賞した３年５組 

 係・美術部員が仕上げました。      完成度の高い合唱を演奏しました。 

 

 

 

 

 

 

 

   指揮者賞を受賞した       伴奏者賞を受賞した        伴奏者賞を受賞した   

３年２組 根本一輝 君       ３年３組 栁沼優希 君       ３年７組 横田安美 さん   

                     〈合唱コンクール 審査結果〉 
 

 

 

 

  

 

 
                   
  
優秀賞を受賞した３年７組の合唱。 

 一人一人の魂が込められた素晴らしい 
 合唱でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
                     
 
 
 

 

 

   

 

 学級 曲 目 指揮者 伴奏者  賞 

8・9組 春よこい   奨励賞 

１の１ 風にふかれて 本多ひなた 松谷 拓実 銅賞 

１の２ 大切なもの 根本 武尊 奈良坂憲芳 銅賞 

１の３ Ｕｎｌimｉｔｅｄ 金澤  樹 北野寿美怜 銀賞 

１の４ 空高く 先﨑まゆ子 野﨑 里菜 金賞 

１の５ 変わらないもの 樽井 真広 今井 葉月 銅賞 

１の６ 今日は君の Birthday 関根 明希 佐藤 由梨 銀賞 

１の７ Let’s search for tomorrow 中島 賢一 八幡 優香 銀賞 

１の８ かえられないもの 青砥 壮吾 笠井 愛麗 銀賞 

１の９ ＣＯＳＭＯＳ 佐藤 優衣 長谷川陽菜 銅賞 

２の１ 時の旅人 谷田部妃南 柳沼 瑞希 金賞 

２の２ あなたに会えて・・ 阿部 愛海 長田 佳子 銅賞 

２の３ 心の瞳 三木 望実 佐藤  舞 金賞 

２の４ 道 斎藤 未菜 本内 玲菜 銅賞 

２の５ 輝くために 本内悠太郎 小林 萌花 銅賞 

２の６ 自分らしく 荒関 真基 安田 彩乃 銀賞 

３の１ 春に 相馬 拓海 緑川 未宙 銀賞 

３の２ 手紙 根本 一輝 鈴木絵利香 銀賞 

３の３ ＹＥＬＬ 安齋 会香 栁沼 優希 銀賞 

３の４ ヒカリ 中潟彩咲希 岡田 元生 金賞 

３の５ あなたへ 宇佐見勇二 内藤 紫苑 最優秀賞 

３の６ 虹 鈴木  颯 渡部ふうり 金賞 

３の７ 証 佐藤 春輝 横田 安美 優秀賞 

 

指揮者賞          

１年８組 青砥壮吾 

２年６組 荒関真基 

３年２組 根本一輝 
 
 
伴奏者賞 

１年３組 北野寿美怜 

２年３組 佐藤 舞 

３年３組 栁沼優希 

３年７組 横田安美 

            「あなたへ」  ３年５組 中澤 亜美 

「最優秀のクラスは・・・３年５組」一瞬時が止まったようだった。そして、すぐ信じられない思い

とうれしさでいっぱいになり、無意識のうちに立ち上がっていた。 

５組のみんなと最高の喜びを分かち合えたあの瞬間は、私にとって今まで最高の瞬間だったと思う。

私たちのクラスが最優秀賞をとることができた。クラスの仲間、そして担任の岡部先生のおかげである

ことはもちろん、ずっと同じように最優秀賞を目指し練習してきた他クラスの存在があったからだ。 

クラス同士で負けたくないという気持ちを持って最後まで勝負できたこと、お互いに切磋琢磨し合い、

本番で最高の合唱ができたことを３学年全体として誇りに思ってほしい。 

 最後の文化祭を最高の思い出にしてくれた全ての人に心から伝えたい。ありがとう！ 

 

 

２年連続指揮者

賞 荒関真基君 


